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（
一
）
　
梗
概

「
イ
ー
リ
ア
ス
」
と
は
「
イ
ー
リ
オ
ン
（
ト
ロ
イ
エ
ー
即
ち
ト
ロ
イ
ア
）
の
詩
」
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

本
詩
の
歌
ふ
と
こ
ろ
は
、
ア
カ
イ
ア
（
ギ
リ
シ
ヤ
）
軍
勢
が
十
年
に
亙
つ
て
、
小
亞
細
亞
の
ト
ロ
イ
ア
を

攻
圍
し
た
際
起
つ
た
事
件
中
の
若
干
部
分
で
あ
る
。
是
よ
り
先
、
ト
ロ
イ
ア
王
プ
リ
ア
モ
ス
の
子
パ
リ
ス

（
一
名
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
）
が
、
ス
パ
ル
タ
國
王
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
の
客
と
し
て
歡
待
さ
れ
た
折
、
主
公

の
厚
情
を
裏
切
つ
て
、
絶
世
の
美
人
、
王
妃
ヘ
レ
ネ
ー
（
ヘ
レ
ン
）
を
誘
拐
し
て
故
國
に
奪
ひ
去
つ
た
。

ヘ
レ
ネ
ー
は
其
昔
列
王
諸
侯
が
一
齊
に
望
む
處
で
あ
つ
た
が
、
遂
に
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
の
娶
る
と
こ
ろ
と
な

つ
た
。
其
以
前
に
佳
人
の
父
は
彼
等
に
、
誰
人
の
妻
と
な
る
に
せ
よ
、
若
し
其
夫
よ
り
佳
人
を
奪
ふ
者
あ

ら
ば
、
協
力
し
て
夫
を
助
け
て
姧
夫
を
膺
懲
す
べ
し
と
の
盟
を
立
て
さ
せ
た
。
か
う
い
ふ
次
第
で
メ
ネ
ラ

ー
オ
ス
の
兄
、
ミ
ケ
ー
ネ
ー
王
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
が
、
列
王
諸
侯
を
四
方
か
ら
招
い
て
聯
合
軍
、
略
十
萬

人
を
率
ゐ
て
、
舟
に
乘
じ
て
ト
ロ
イ
ア
の
郷
に
上
陸
し
、
十
年
の
攻
圍
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
ト
ロ
イ
ア

は
死
力
を
盡
く
し
て
城
を
防
い
だ
。
し
か
し
城
を
出
で
て
戰
ふ
こ
と
を
敢
て
し
な
い
。
ト
ロ
イ
ア
軍
中
第

一
の
勇
將
ヘ
ク
ト
ー
ル
さ
へ
も
敵
し
得
な
い
英
雄
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
が
、
聯
合
軍
に
加
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
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る
。
然
る
に
十
年
目
に
聯
合
軍
中
に
内
訌
が
起
つ
た
。
總
大
將
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
が
威
に
誇
つ
て
、
一
女

性
の
故
に
よ
り
、
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
を
辱
し
め
た
の
で
あ
る
。
後
者
は
激
し
く
怒
つ
て
、
も
は
や
聯
合
軍
の

た
め
に
戰
ふ
こ
と
は
し
な
い
と
宣
言
し
て
、
部
下
の
將
士
を
纒
め
て
岸
上
の
水
陣
へ
退
い
た
。
「
イ
ー
リ

ア
ス
」
は
こ
ゝ
か
ら
筆
を
起
す
。
「
神
女
よ
、
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
怒
を
歌
へ
」
と
。
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
怒

及
び
其
結
果
、
最
後
に
其
怒
の
解
消
　
　
以
上
が
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の
中
心
題
目
で
あ
る
。
此
を
中
心
と

し
て
ト
ロ
イ
ア
落
城
の
前
五
十
一
日
間
に
起
つ
た
種
々
樣
々
の
事
件
が
詩
中
に
歌
は
れ
て
ゐ
る
。
ア
キ
リ

ュ
ウ
ス
が
退
陣
し
た
の
で
ト
ロ
イ
ア
軍
は
進
出
し
た
。
二
十
四
卷
の
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
中
、
初
の
十
五
卷

は
兩
軍
相
互
の
勝
敗
の
敍
述
で
あ
る
。
後
に
ト
ロ
イ
ア
が
優
勢
と
な
り
ア
カ
イ
ア
軍
は
散
々
に
敗
退
す
る
。

其
時
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
親
友
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
は
之
を
坐
視
す
る
に
忍
び
ず
、
友
の
戰
裝
を
借
り
、
進
ん
で

勇
を
奮
つ
て
數
人
の
敵
將
を
斃
し
た
が
、
最
後
に
ヘ
ク
ト
ー
ル
に
殺
さ
れ
、
其
戰
裝
が
剥
ぎ
取
ら
れ
る
。

之
に
於
て
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
は
、
初
め
て
猛
然
と
立
ち
あ
が
り
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
と
和
解
し
て
戰
場
に
躍

り
い
で
、
敵
軍
一
切
を
城
中
に
追
ひ
攘
ひ
、
只
一
人
踏
み
留
つ
た
ヘ
ク
ト
ー
ル
を
斃
し
て
、
パ
ト
ロ
ク
ロ

ス
の
仇
を
討
ち
、
屍
體
を
兵
車
に
繋
い
で
之
を
友
の
墓
の
め
ぐ
り
を
曳
き
づ
り
行
く
こ
と
十
日
以
上
に
及

ぶ
。
其
後
敵
王
プ
リ
ア
モ
ス
は
神
命
に
よ
り
、
竊
か
に
人
目
を
掠
め
て
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
陣
を
訪
ひ
、
賠

償
を
出
し
て
愛
兒
の
屍
體
を
乞
ふ
た
。
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
之
を
許
し
て
數
日
の
休
戰
を
承
諾
す
る
。
敵
王
は
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屍
體
を
城
中
に
携
へ
歸
り
葬
儀
を
行
ふ
。
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
は
こ
ゝ
に
終
る
。

　
な
ほ
二
十
四
卷
の
一
々
に
亙
つ
て
そ
の
梗
概
を
記
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
　
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
祭
司
ク
リ
ュ
ー
シ
ュ
ー
ス
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
に
辱
し
め
ら
れ
、
復
讐
を
祈
る

（
第
一
日
）
。
疫
病
（
二
日
　
九
日
）
。
評
定
の
席
開
か
る
、
續
い
て
爭
論
。
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
其
戰
利

の
美
人
ク
リ
セ
ー
イ
ス
を
失
へ
る
償
と
し
て
、
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
美
人
ブ
リ
イ
セ
ー
イ
ス
を
奪
ふ
。
ア
キ

リ
ュ
ウ
ス
悲
憤
の
あ
ま
り
神
母
テ
チ
ス
に
訴
ふ
（
十
日
）
。
神
母
は
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
山
上
に
、
十
日
の
後

歸
り
來
れ
る
大
神
ヂ
ュ
ウ
ス
に
見
え
、
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
が
今
の
屈
辱
に
代
へ
て
光
榮
を
得
る
時
ま
で
、
ト

ロ
イ
ア
軍
に
戰
勝
あ
ら
し
め
給
へ
と
乞
ふ
（
二
十
一
日
）
。

　
第
二
　
大
神
ヂ
ュ
ウ
ス
「
夢
の
精
」
を
遣
は
し
て
、
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
を
欺
き
、
ト
ロ
イ
ア
軍
と
戰
は

し
む
。
兩
軍
の
勢
揃
ひ
（
二
十
二
日
）
。

　
第
三
　
兩
軍
の
會
戰
並
に
休
戰
。
パ
リ
ス
と
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
と
の
一
騎
討
ち
。
負
け
た
る
パ
リ
ス
は
愛

の
神
ア
プ
ロ
ヂ
ー
テ
ー
に
救
は
る
（
同
日
）
。

　
第
四
　
ト
ロ
イ
ア
の
將
パ
ン
ダ
ロ
ス
、
暗
に
矢
を
飛
ば
し
て
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
を
射
り
、
休
戰
の
約
を
破

り
戰
鬪
起
る
（
同
日
）
。

　
第
五
　
ヂ
オ
メ
ー
デ
ー
ス
の
戰
功
。
ア
プ
ロ
ヂ
ー
テ
ー
と
戰
ふ
（
同
日
）
。
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第
六
　
敵
將
グ
ロ
ー
コ
ス
と
ヂ
オ
メ
ー
デ
ー
ス
と
の
會
見
。
ヘ
ク
ト
ー
ル
城
中
に
歸
り
、
妻
子
に
面
す

（
同
日
）
。

　
第
七
　
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
パ
リ
ス
戰
場
に
進
む
。
ア
イ
ア
ー
ス
と
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
の
決
鬪
、
未
決
に
終
る
。

兩
軍
お
の
〳
〵
評
議
。
ト
ロ
イ
ア
の
媾
和
使
斥
け
ら
る
。
（
二
十
三
日
）
死
者
を
葬
る
た
め
に
休
戰
。
ア

カ
イ
ア
軍
水
陣
の
周
圍
に
長
壁
を
築
き
、
塹
壕
を
穿
つ
（
二
十
四
日
）
。

　
第
八
　
戰
鬪
。
ト
ロ
イ
ア
軍
ク
サ
ン
ト
ス
の
岸
に
夜
中
の
屯
營
（
二
十
五
日
）
。

　
第
九
　
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
謝
罪
の
使
を
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
に
送
り
救
援
を
乞
ふ
。
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
之
を
拒

む
。
（
二
十
五
日
）

　
第
十
　
ヂ
オ
メ
ー
デ
ー
ス
と
オ
ヂ
ュ
ッ
シ
ュ
ー
ス
と
の
夜
間
の
進
撃
、
敵
の
間
諜
ド
ロ
ー
ン
を
屠
る

（
二
十
五
日
夜
よ
り
二
十
六
日
迄
）
。

　
第
十
一
　
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
の
戰
功
、
其
負
傷
。
ヂ
オ
メ
ー
デ
ー
ス
及
び
オ
ヂ
ュ
ッ
シ
ュ
ー
ス
の
負
傷
。

軍
醫
マ
カ
オ
ー
ン
の
負
傷
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
二
　
ト
ロ
イ
ア
軍
進
ん
で
敵
の
壘
壁
を
襲
ふ
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
三
　
海
神
ポ
セ
ー
ド
ー
ン
竊
に
ア
カ
イ
ア
軍
を
助
く
。
兩
軍
諸
將
の
激
戰
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
四
　
天
妃
ヘ
ー
レ
ー
計
つ
て
天
王
を
睡
ら
し
む
（
二
十
六
日
）
。
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第
十
五
　
天
王
覺
め
て
ト
ロ
イ
ア
軍
を
助
く
。
ア
イ
ア
ー
ス
水
陣
を
防
ぐ
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
六
　
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
は
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
戰
裝
を
借
り
て
陣
頭
に
進
み
、
サ
ル
ペ
ー
ド
ー
ン
ら
の

猛
將
を
斃
し
、
最
後
に
遂
に
ヘ
ク
ト
ー
ル
に
殺
さ
る
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
七
　
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
の
屍
體
を
爭
ひ
て
兩
軍
の
激
戰
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
八
　
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
の
死
を
聞
き
、
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
の
慟
哭
。
神
母
テ
チ
ス
來
つ
て
彼
を
慰
め
、

新
た
の
武
裝
を
ヘ
ー
プ
ァ
イ
ス
ト
ス
に
造
ら
し
む
（
二
十
六
日
）
。

　
第
十
九
　
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
と
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
と
の
和
解
。
復
讐
の
決
心
（
二
十
七
日
）
。

　
第
二
十
　
諸
神
戰
場
に
出
現
。
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
勇
を
奮
つ
て
ア
イ
ナ
イ
ア
ー
ス
及
び
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
戰

つ
て
之
を
走
ら
す
（
二
十
七
日
）
。

　
第
二
十
一
　
ス
カ
マ
ン
ダ
ロ
ス
の
河
流
、
屍
體
に
因
て
溢
る
。
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
溺
れ
ん
と
し
て
、
ポ
セ

ー
ド
ー
ン
に
救
は
る
（
二
十
七
日
）
。

　
第
二
十
二
　
ヘ
ク
ト
ー
ル
獨
り
踏
み
留
つ
て
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
と
戰
ひ
、
遂
に
殺
さ
る
（
二
十
七
日
）
。

　
第
二
十
三
　
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
夢
に
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
に
現
は
る
。
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
の
葬
儀
（
二
十
八
日
）
。

弔
祭
（
二
十
九
日
）
。

　
第
二
十
四
　
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
屍
の
凌
辱
（
三
十
日
　
　
三
十
八
日
）
。
之
を
憐
み
て
諸
神
の
集
會
（
三
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十
九
日
）
。
プ
リ
ア
モ
ス
王
竊
か
に
敵
陣
を
訪
ひ
、
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
屍
を
贖
ふ
。
贖
ひ
得
た
る
ヘ
ク
ト
ー

ル
を
ト
ロ
イ
ア
の
諸
人
悲
し
む
（
四
十
日
）
。
ヘ
ク
ト
ー
ル
火
葬
の
準
備
（
四
十
一
日
　
四
十
九
日
）
。

火
葬
（
五
十
日
）
。

　
　
註
　
日
の
分
ち
方
は
オ
ス
カ
ー
ル
・
ヘ
ン
ケ
博
士
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）
　
イ
ー
リ
ア
ス
中
に
出
づ
る
主
要
の
神
と
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
神
〕

①
ヂ
ュ
ウ
ス
（
ラ
テ
ン
名
ヂ
ュ
ピ
タ
ー
）
＝
ク
ロ
ニ
イ
オ
ー
ン
又
ク
ロ
ニ
デ
ー
ス
（
ク
ロ
ノ
ス
の
子
）
最

　
上
の
神
、
ク
ロ
ノ
ス
と
レ
ア
と
の
子
、
ポ
セ
ー
ド
ー
ン
、
ア
イ
デ
ー
ス
、
ヘ
ー
レ
ー
、
デ
ー
メ
ー
テ
ー

　
ル
諸
神
の
長
兄
、
而
し
て
ア
レ
ー
ス
、
ヘ
ー
プ
ァ
イ
ス
ト
ス
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
、
ア
ル
テ
ミ
ス
、
ア
プ
ロ

　
ヂ
イ
テ
ー
、
ヘ
ル
メ
ー
ア
ス
…
諸
神
の
父
。
ま
た
諸
英
雄
（
ヘ
ー
ラ
ク
レ
ー
ス
、
サ
ル
ペ
ー
ド
ー
ン
…
）

　
の
父
。
「
ア
イ
ギ
ス
（
盾
の
一
種
）
持
て
る
」
「
雷
雲
集
む
る
」
神
、
人
間
の
運
命
を
定
む
る
神
。

②
ヘ
ー
レ
ー
（
ラ
テ
ン
名
ヂ
ュ
ー
ノ
ー
）
ヂ
ュ
ウ
ス
の
妹
、
又
其
妃
、
「
牛
王
の
目
を
持
て
る
」
「
玉
腕
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白
き
」
「
端
嚴
の
」
神
女
、
ア
カ
イ
ア
軍
を
助
く
。

③
ア
ポ
ロ
ー
ン
（
プ
ォ
イ
ボ
ス
）
（
ラ
テ
ン
名
ア
ポ
ロ
ー
）
ヂ
ュ
ウ
ス
と
レ
ー
ト
ー
と
の
子
、
ア
ル
テ
ミ

　
ス
の
兄
、
ト
ロ
イ
ア
軍
を
助
く
る
神
。
（
「
遠
矢
射
る
」
神
、
「
銀
弓
の
」
神
。

④
ア
レ
ー
ス
（
ラ
テ
ン
名
マ
ー
ス
）
ヂ
ュ
ウ
ス
の
子
、
殺
戮
、
鬪
爭
の
神
。

⑤
ア
テ
ー
ネ
ー
（
パ
ラ
ス
・
ア
テ
ー
ナ
イ
エ
ー
）
（
ラ
テ
ン
名
ミ
ネ
ル
バ
）
智
と
勇
と
の
神
女
、
ヂ
ュ
ウ

　
ス
の
女
、
金
甲
を
鎧
ひ
て
ヂ
ュ
ウ
ス
の
頭
中
よ
り
生
る
と
い
ふ
神
話
は
ホ
メ
ー
ロ
ス
中
に
無
し
。
「
藍

　
光
の
目
の
」
神
女
。
ア
カ
イ
ア
軍
を
助
く
。

⑥
ポ
セ
ー
ド
ー
ン
（
ポ
セ
ー
ダ
イ
オ
ー
ン
）
（
ラ
テ
ン
名
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
）
ヂ
ュ
ウ
ス
の
弟
、
海
を
司
る
。

　⑦
ヘ
ー
プ
ァ
イ
ス
ト
ス
（
ラ
テ
ン
名
　ヷ
ル
カ
ン
）
ヂ
ュ
ウ
ス
と
ヘ
ー
レ
ー
と
の
子
、
跛
行
神
、
工
匠
の
神
。

　⑧
ア
プ
ロ
ヂ
ィ
テ
ー
（
キ
ュ
プ
リ
ス
）
（
ラ
テ
ン
名
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
）
ヂ
ュ
ウ
ス
と
ヂ
オ
ー
ネ
ー
と
の
子
、

　
ア
イ
ネ
ー
ア
ス
の
母
神
。
美
と
戀
愛
の
神
。

⑨
ヘ
ル
メ
ー
ス
或
は
ヘ
ル
メ
ー
ア
ス
（
ラ
テ
ン
名
マ
ー
キ
ュ
リ
イ
）
、
ア
ル
ゲ
ー
プ
ォ
ン
テ
ー
ス
（
ア
ル

　
ゴ
ス
を
殺
す
者
）
の
別
名
あ
り
、
使
者
の
役
を
勤
む
。

⑩
ア
ル
テ
ミ
ス
　
狩
を
好
む
神
女
（
ラ
テ
ン
名
ヂ
ア
ナ
）
。

9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
〕

①
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
（
ア
ー
ト
リ
ュ
ウ
ス
の
子
＝
ア
ー
ト
レ
ー
デ
ー
ス
）
ア
カ
イ
ア
聯
合
軍
の
總
大
將
。

　
ミ
ケ
ー
ネ
ー
等
の
領
主
。

②
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
（
同
、
ア
ー
ト
リ
ュ
ウ
ス
の
子
＝
ア
ー
ト
レ
ー
デ
ー
ス
）
前
者
の
弟
、
も
と
ヘ
レ
ネ
ー

　
の
夫
、
ス
パ
ル
テ
ー
の
領
主
。

③
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
（
ア
キ
ル
リ
ュ
ウ
ス
）
、
ペ
ー
リ
ュ
ウ
ス
の
子
（
ペ
ー
レ
ー
デ
ー
ス
）
、
母
は
神
女
テ

　
チ
ス
、
聯
合
軍
第
一
の
猛
將
。

④
ア
イ
ア
ー
ス
（
テ
ラ
モ
ン
の
子
＝
テ
ラ
モ
ニ
デ
ー
ス
）
第
二
の
猛
將
。

⑤
ヂ
オ
メ
ー
デ
ー
ス
（
チ
ュ
ウ
ヂ
ュ
ウ
ス
の
子
＝
チ
ュ
ウ
デ
ー
デ
ー
ス
）
前
者
と
伯
仲
の
勇
將
。

⑥
イ
ド
メ
ニ
ュ
ウ
ス
（
イ
ド
メ
ネ
ー
）
ク
レ
ー
テ
ー
ス
族
の
王
、
槍
の
名
將
。

⑦
ネ
ス
ト
ー
ル
　
思
慮
に
長
ず
る
老
將
軍
、
ゲ
レ
ー
ニ
ャ
の
領
主
。

⑧
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
　
ア
キ
ル
リ
ュ
ウ
ス
の
最
愛
の
友
。

⑨
オ
ヂ
ュ
ッ
シ
ュ
ー
ス
　
智
謀
に
富
め
る
勇
將
。
（
以
上
ア
カ
イ
ア
側
）

⑩
プ
リ
ア
モ
ス
　
ト
ロ
イ
ア
の
城
守
、
ヘ
ク
ト
ー
ル
、
パ
リ
ス
ら
の
父
。
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⑪
ヘ
ク
ト
ー
ル
　
ト
ロ
イ
ア
軍
第
一
の
勇
將
。

⑫
パ
リ
ス
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
）
ヘ
レ
ネ
ー
を
誘
拐
せ
る
元
兇
。

⑬
ア
イ
ネ
ー
ア
ー
ス
　
又
ア
イ
ネ
ア
ー
ス
。

⑭
サ
ル
ペ
ー
ド
ー
ン
　
援
軍
リ
キ
ア
族
の
大
將
。

⑮
グ
ロ
ー
コ
ス
　
前
者
の
副
將
。

⑯
ア
ン
テ
ー
ノ
ー
ル
　
ト
ロ
イ
ア
の
元
老
。

⑰
ヘ
カ
ベ
ー
　
王
妃
、
ヘ
ク
ト
ー
ル
ら
の
母
。

⑱
ヘ
レ
ネ
ー
　
先
に
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
の
妃
、
ト
ロ
イ
ア
戰
役
の
主
因
、
無
双
の
麗
人
。
（
以
上
ト
ロ
イ
ア

　
側
）

　
　
　
　
　
（
三
）
　
如
何
に
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
を
讀
み
初
む
べ
き
か

　
譬
へ
ば
大
美
術
館
を
訪
ひ
、
美
術
品
を
研
究
翫
賞
せ
ん
と
す
る
。
何
ら
の
豫
備
知
識
な
く
こ
ゝ
に
臨
ま

ば
、
目
は
應
接
に
暇
な
く
、
得
る
處
は
茫
然
漠
然
た
る
印
象
の
み
で
あ
ら
う
。
か
ゝ
る
場
合
に
は
、
案
内

記
を
讀
み
、
館
中
の
何
物
が
優
秀
の
作
品
な
る
か
を
辨
へ
、
先
づ
之
に
視
線
を
注
ぎ
、
よ
く
〳
〵
其
傑
作

11



を
鑑
賞
し
て
然
る
後
全
體
に
向
ふ
が
よ
ろ
し
い
。

　
文
學
上
の
雄
篇
大
作
に
對
す
る
場
合
も
同
樣
で
あ
る
。
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
知
了
し
た
後
、
先
づ
篇
中

の
優
秀
の
部
を
再
三
讀
み
味
ひ
、
然
る
後
、
初
め
か
ら
順
を
追
つ
て
最
後
ま
で
讀
了
す
る
の
が
賢
い
遣
口

で
あ
る
。

　
ホ
メ
ー
ロ
ス
以
外
の
他
の
例
を
取
ら
ば
「
バ
イ
ブ
ル
」
で
あ
る
。
「
バ
イ
ブ
ル
」
は
ホ
メ
ー
ロ
ス
と
共

に
萬
古
不
朽
の
書
で
あ
る
が
、
「
創
世
記
」
第
一
章
か
ら
「
默
示
録
」
の
最
後
ま
で
讀
み
通
す
こ
と
は
容

易
で
な
い
。
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ア
は
「
バ
イ
ブ
ル
」
全
部
を
通
讀
し
た
こ
と
を
寧
ろ
後
悔
し
た
と
い
ふ
事
で

あ
る
。
「
バ
イ
ブ
ル
」
中
、
先
づ
第
一
に
讀
む
べ
き
も
の
は
何
々
か
、
之
に
關
す
る
委
細
は
此
文
の
正
面

の
目
的
で
な
い
か
ら
省
略
す
る
。

　
そ
こ
で
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
に
返
る
。
全
篇
の
梗
概
を
知
了
し
た
上
は
、
詩
中
の
優
秀
な
部
分
若
干
を
讀

み
、
之
を
讀
み
馴
れ
た
上
で
初
め
か
ら
順
を
逐
つ
て
最
後
に
至
る
が
宜
し
い
。

　
優
秀
な
二
三
の
例
を
左
に
擧
げ
る
。

　
①
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
ー
と
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
の
別
れ
。
（
第
六
歌
三
百
九
十
行
以
下
）

　
②
サ
ル
ペ
ー
ド
ー
ン
の
奮
進
。
（
第
十
二
歌
二
百
八
十
九
行
以
下
）

　
③
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
の
奮
戰
と
最
期
。
（
第
十
六
歌
全
部
）

12「イーリアス」例言



　
④
ア
キ
ル
リ
ュ
ウ
ス
の
出
陣
。
（
第
十
八
歌
）

　
⑤
最
後
の
二
十
四
歌
。

「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の
核
心
部
第
一
歌
、
第
九
歌
、
第
十
一
歌
、
第
十
六
歌
以
下
第
二
十
四
歌
迄
（
計
十
二

篇
）
こ
れ
を
「
ア
キ
リ
ュ
ウ
ス
物
語
」
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
四
）
　
固
有
名
詞
の
發
音
に
つ
い
て

　
ギ
リ
シ
ヤ
語
の
發
音
は
今
日
に
傳
は
ら
ぬ
。
種
々
の
學
者
が
各
其
意
見
に
隨
つ
て
、
好
む
通
に
發
音
し

て
ゐ
る
。
※
英
國
風
※
大
陸
風
※
近
代
ギ
リ
シ
ヤ
風
※
古
典
風
の
少
く
も
四
通
の
發
音
が
あ
る
。
私
は
比

較
的
一
般
に
多
く
用
ゐ
ら
る
る
※
を
取
つ
て
固
有
名
詞
を
發
音
し
た
。

（B
rass 

の
『
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
語
發
音
』
（
一
八
九
〇
年
英
譯
）
に
詳
説
が
あ
る
）

　
一
般
に
外
國
の
固
有
名
詞
の
發
音
は
難
題
で
あ
る
。
特
に
詩
歌
に
於
て
左
樣
で
あ
る
。
『
假
名
手
本
忠

臣
藏
』
を
ロ
ン
ド
ン
で
英
譯
し
た
時
、
固
有
名
詞
の
或
者
は
英
語
に
調
和
せ
ぬ
の
で
、
自
由
に
取
捨
し
た

さ
う
だ
。
「
新
約
全
書
」
の
日
本
譯
に
は
ギ
リ
シ
ヤ
原
音
ヨ
ー
ア
ン
ネ
ー
ス
を
ヨ
ハ
ネ
、
ペ
ト
ロ
ス
を
ペ

テ
ロ
と
直
し
て
あ
る
。
ち
と
極
端
の
譬
だ
が
日
本
、
東
京
、
神
田
區
、
冨
山
房
を
ニ
ホ
、
ト
キ
ヨ
、
カ
ダ
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ク
、
フ
ザ
ボ
と
直
す
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
原
名
を
歐
洲
各
國
は
勝
手
に
直
し
て
ゐ
る
、

英
國
は
ホ
ー
マ
ー
、
獨
逸
は
ホ
メ
ー
ル
、
佛
蘭
西
は
オ
メ
ー
ル
、
伊
太
利
は
オ
メ
ー
ロ
で
あ
る
。
皆
其
國

語
の
調
の
た
め
で
あ
る
。
（
中
華
民
國
は
ホ
メ
ー
ロ
ス
を
荷
馬
と
書
く
！
）

　
ギ
リ
シ
ヤ
文
法
に
よ
る
と
固
有
名
詞
も
格
に
因
つ
て
形
が
變
る
。
其
上
所
謂
詩
的  

特    

權  

ラ
イ
セ
ン
ス

に
因
つ
て
、

時
と
し
て
は
長
短
自
在
で
あ
る
。
例
へ
ば
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
は
パ
ー
ト
ロ
ク
ロ
ス
と
な
り
、
パ
ト
ロ
ー
ク
ロ

ス
と
な
り
、
パ
ー
ト
ロ
ー
ク
ロ
ス
と
な
り
得
る
。
（B

rasse's A
 G

reek G
radus 

一
八
四
二
年
刊
行
）

　
漢
文
學
の
上
に
見
る
と
、
固
有
名
詞
の
詩
的
特
權
は
同
じ
く
甚
だ
し
い
。
杜
甫
の
『
秋
日
詠
懷
一
百
韻
』

の
中
に
六
朝
の
畫
聖
顧
愷
之
の
名
を
一
字
省
い
て
顧
愷
と
い
ひ
、
駱
賓
王
の
『
帝
京
篇
』
に
公
孫
弘
を
孫

弘
と
い
ふ
、
公
孫
は
姓
、
弘
は
名
で
あ
る
、
即
ち
公
孫
の
姓
の
上
の
一
字
を
省
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る

例
は
無
數
で
あ
る
。
要
は
調
の
た
め
に
取
捨
す
る
の
で
あ
る
。

　
私
も
此
譯
に
於
て
同
樣
の
原
理
に
由
る
固
有
名
詞
の
發
音
を
採
用
し
た
。
例
へ
ば
第
一
歌
劈
頭
近
く
に

ア
カ
イ
ア
と
發
音
し
た
も
の
は
、
原
音
は
ア
ー
カ
イ
ア
ー
で
あ
る
、
が
、
調
の
た
め
に
縮
め
て
、
斯
く
し

た
の
で
あ
る
。
ア
ー
ト
レ
ー
デ
ー
ス
を
ア
ー
ト
レ
，
デ
ー
ス
、
メ
ネ
ラ
ー
オ
ス
を
メ
ネ
ラ
オ
ス
と
し
た
の

は
他
の
例
で
あ
る
。
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